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県政にチャレンジ

連携を

持続可能な社会保障
・障がい者の地域生活支援の充実と在宅医療、在宅介護事業をはじめ、医療介護での地域連携を

・医療介護保育の人材不足解消の為の処遇改善と病児保育を含む働くための支援を

・ひとり親世帯と全ての子育て世代への経済支援の充実を

・健康寿命延伸のための、スポーツ振興、生涯学習の支援を　

・運転免許証返納者に地域を超えた交通網の推進を
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・運転免許証返納者に地域を超えた交通網の推進を

・木育、石育など地元産資源の普及と共に金融教育、プログラミング教育など新しい教育のかたちを

・スポーツ、学業において、多様化するニーズにあわせた環境づくりとスキル教育を

・県内豊かな自然環境を活かした観光拠点の整備、文化財や魅力の掘り起こしと子育てに欠かせない魅力ある

 公園整備を

・子ども就学費など補助制度の拡大を
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子育てと教育、夢に出会える教育を
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 市議会議員として付託を頂き、4 年が経とうと
しています。
振り返れば、新規事業や整備事業にかかわらせ
ていただき、市民の皆様には感謝の気持ちでいっ
ぱいです。定例会の中では、市民の生活からお声
をいただいてきた様々な課題を積極的に一般質問
させていただきました。
 こうしたたくさんのお声をこれまでいただいた
中で、県道の整備、主要交差点の渋滞緩和、公
園整備や事業者支援、企業団地整備や医療費補
助制度の拡大の整備、県立高校におけるスポー
ツや学業のスキル教育など県政に届けたい課題
がたくさんある！ことを身をもって感じました。
そして少数意見がとり上げられる、最低限の割
合 30% に満たない、女性議員がまだまだ少ない
という県議会の状況の中、女性の視点から居心
地のよい社会をつくるために皆様の声を届けみ
どり市と群馬県のパイプをより太く、そして強
くしていきたいという思いで県政にチャレンジ
することを決意しました。

・県道の整備推進と主要交差点の渋滞緩和を　

・企業団地整備とコロナ禍での事業者支援と積極的な起業支援を

・農林、畜産業のさらなる活性化と地域循環型産業育成を

・防災減災のための各分野連携推進と ICT技術を活用した災害時の移動手段の確保を

・情報発信の強化で、いつでもどこでも受けとれる、わかりやすい情報整備を
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県土強靭化と防災減災
きょうじん

今、あるものに特別な価値を。


